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TBX22; TBOX22; T-box transcription factor TBX22; T-box protein 22
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	応用
	抗原情報
	背景
	T-box 22 (TBX22) Homo sapiens この遺伝子は、共通のDNA結合ドメインであるT-boxを共有する、系統学的に保存された遺伝子ファミリーのメンバーです。T-box遺伝子は、発達過程の調節に関与する転写因子をコードしています。この遺伝子の変異は、遺伝性X連鎖疾患である口蓋裂舌癒着症と関連付けられており、ヒトの口蓋形成において主要な役割を果たしていると考えられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：TBX22の欠陥は、X連鎖性口蓋裂舌癒着症（CPX）[MIM:303400]の原因です。,機能：発達過程に関与する転写制御因子と考えられます。これは口蓋形成に極めて重要な主要な決定因子です。,類似性:1つのTボックスDNA結合ドメインを含みます。,組織特異性:低レベルで発現しているようです。,
	研究分野
	-
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	TBX22抗体を用いたJurkat細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

